
                                                      （別添様式１） 

 

令和元年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 

                     

機関・団体等の名称 

 
一般社団法人 鳥取県建設業協会 

 

事業等の名称 高校生の現場見学会 

主な対象者 高校生、大学生（保護者含む） 

主な取組区分 

 

現場見学 

１．実施時期 

  (1)令和元年１０月 ８日（火）  ９時～１５時 

  (2)令和元年１１月１２日（火）１２時５０分～１４時１０分 

 

２，実施場所 

  (1)鳥取自動車道北村橋第２下部工事  鳥取市北村 

  (2)①国道１７８号（岩美道路）橋梁下部工事（３工区） 岩美郡岩美町浦富 

    ②国道１７８号（岩美道路）トンネル工事（仮称 岩美１号トンネル） 

                         岩美郡岩美町陸上～牧谷 

    ③鳥取養護学校連絡棟外整備・内部改修１期工事（建築） 鳥取市江津 

 

３．対象者（参加見込又は参加者数） 

  (1)鳥取県立鳥取緑風高等学校  

    総合学科昼間部１年生 ３１名 引率教諭 ５名 

  (2)鳥取県立鳥取工業高等学校  

建設工学科１年生 ３８名 引率教諭 ２名 

 

４．共催・単独等の開催状況 

   単独 

   

５．事業等の内容 

     現場見学及び現場見学会感想文の配布 

   

６．期待される効果（実施結果：効果） 

   建設業への理解と関心を高め、進路意識の高揚 

   

   

７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 

   見学現場の選定 

 

８．その他 

   

注１：提出資料は電子データとしてください。 

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各機

関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。 















（別添様式１） 

 

令和元年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 

                     

機関・団体等の名称 

 
一般社団法人 鳥取県建設業協会 

 

事業等の名称 インターンシップ 

 

主な対象者 高校生、大学生（保護者含む） 

主な取組区分 

 

体験学習、職業体験 

１．実施時期 

  (1)令和元年 ９月 ９日（月）～１３日（金）５日間 鳥取工業高等学校 

  (2)令和元年 ９月１８日（水）～２０日（金）３日間 倉吉農業高等高校 

  (3)令和元年１０月２３日（水）～２４日（木）２日間 米子工業高等学校 

 

２，実施場所 

   鳥取県内 

 

３．対象者（参加見込又は参加者数） 

  (1)鳥取県立鳥取工業高等学校２年生（土木 12 社 16 名、建築 11 社 22 名） 

   (2)鳥取県立倉吉農業高等高校２年生（土木 3 社 3 名） 

   (3)鳥取県立米子工業高等学校２年生（土木 8 社 16 名、建築 8 社 15 名） 

４．共催・単独等の開催状況 

   単独 

 

５．事業等の内容 

     職業体験を行う研修 

   

   

６．期待される効果（実施結果：効果） 

   職業選択におけるミスマッチの減少 

社会人としてのコミュニケーション能力の育成及びマナー習得 

   望ましい勤労感、職業観を養う建設業への理解と関心を高め、進路意識の高揚 

   

７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 

    

８．その他 

  受入れ企業は、鳥取県の「インターンシップ研修受入企業支援交付金」 

を利用し、人件費の助成を受ける 

 

注１：提出資料は電子データとしてください。 

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各機

関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。 

 







（別添様式１） 

 

令和元年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 

                     

機関・団体等の名称 

 
一般社団法人 鳥取県建設業協会 

 

事業等の名称 地元紙を利用した情報発信 

 

主な対象者 一般 

主な取組区分 

 

広報誌、新聞、インターネット 

１．実施時期 

  (1)令和元年８月３１日（土） 

    (2)令和２年１月  １日（水） 

 

２．実施場所 

  日本海新聞 

 

３．対象者（参加見込又は参加者数） 

  一般 

 

４．共催・単独等の開催状況 

  単独 

 

５．事業等の内容 

   (1)日本海新聞の防災の日特集号に、鳥取河川国道事務所長、鳥取県県土整備部長、建

設業協会会長が座談会形式で、これからの防災・減災対策、建設業界の活動につい

ての記事を掲載 

   (2)日本海新聞の新年特集号に、「暮らしを守る～自然災害と戦う建設業～」と題し、

災害時に地域や暮らしを守る建設業の活動についての記事を掲載  

  

６．期待される効果（実施結果：効果） 

  建設業の役割を広く周知する イメージアップ 

   

   

７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 

   

 

８．その他 

  （公財）建設業福祉共済団広報活動利用 

  

 

注１：提出資料は電子データとしてください。 

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各機

関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。 



橋
本

浩
良
氏
（
国
土
交
通
省
鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
長
）

草
野

慎
一
氏
（
鳥
取
県
県
土
整
備
部
長
）

山
根

敏
樹
氏
（
鳥
取
県
建
設
業
協
会
会
長
）

司
会

森
原

昌
人
（
新
日
本
海
新
聞
社
論
説
委
員
長
）

鳥取県にも被害をもたらした2018年７月の西日本豪

雨の猛威は、まだ記憶に新しい。 年には鳥取中部地

震もあった。国は今、災害時に人命、経済、暮らしを

守り支える重要インフラの機能を維持できるよう、予

算を大幅に増額し国土強
きょうじん

化のための３カ年緊急対

策を進める。災害に強い鳥取の県土づくりを目指し、

これからの防災・減災対策を官民の関係者に聞いた。
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｜
近
年
の
災
害
を
振
り
返
り
、
感
じ

た
こ
と
は
。

４
月
に
赴
任
し
、
鳥
取
で
の
災
害

対
応
経
験
は
な
い
が
、
応
急
対
策
か

ら
復
旧
、
復
興
へ
つ
な
げ
る
重
要
イ
ン
フ
ラ

の
管
理
を
担
う
部
署
と
し
て
重
責
を
感
じ

る
。
現
場
対
応
は
国
交
省
だ
け
で
は
な
く
、

建
設
業
界
を
含
め
た
地
域
全
体
で
の
対
応
が

必
要
。

土
地
の
歴
史
、
成
り
立
ち
を
鑑
み

る
の
が
重
要
だ
。
し
ば
ら
く
災
害
が

な
い
と
、
そ
の
土
地
が
安
全
だ
と
思
い
込
ん

で
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に

防
災
工
事
の
進
度
を
抑
え
る
と
か
、
豪
雨
時

に
な
か
な
か
避
難
し
な
い
と
か
、
そ
う
い
う

こ
と
に
陥
っ
て
は
い
け
な
い
。

「
初
動
を
と
に
か
く
早
く
」
と
い

う
思
い
で
や
っ
て
い
る
。
地
震
で
は

建
物
被
害
へ
の
対
応
が
割
と
不
慣
れ
だ
っ

た
。
豪
雪
時
の
除
雪
で
は
、
排
除
し
た
雪
で

道
幅
が
狭
く
な
る
た
め
、
道
路
の
規
格
の
変

更
も
必
要
だ
と
感
じ
た
。

｜
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
実
現
に

向
け
、
ど
の
よ
う
な
支
援
、
取
り
組
み

が
で
き
る
か
。

県
、
市
町
村
と
信
頼
関
係
を
構
築

し
、
情
報
の
共
有
、
伝
達
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
避
難
行
動
な
ど
に

つ
な
が
る
情
報
も
た
だ
単
に
伝
え
る
の
で
は

な
く
、伝
わ
る
情
報
を
出
し
て
い
く
。
「
（
災

害
を
）
正
し
く
恐
れ
て
」
も
ら
う
た
め
、
過

去
の
経
験
、
知
識
を
伝
え
て
い
く
な
ど
、
地

域
で
の
学
び
の
場
も
大
事
だ
。

も
と
も
と
街
が
危
険
な
場
所
に
あ

れ
ば
、
堤
防
、
砂
防
堰
堤
な
ど
を
造

る
ハ
ー
ド
対
策
が
基
本
だ
と
思
う
が
、
時
間

と
予
算
を
要
す
る
の
で
、
そ
の
間
の
ソ
フ
ト

対
策
が
重
要
視
さ
れ
る
。
ど
こ
ま
で
水
が
来

た
ら
危
険
か
を
知
ら
せ
る
洪
水
の
浸
水
想
定

区
域
図
、
気
象
警
報
な
ど
避
難
の
タ
イ
ミ
ン

グ
の
情
報
を
出
す
こ
と
も
そ
の
一
つ
。
浸
水

想
定
区
域
図
を
基
に
作
成
し
た
「
支
え
愛
マ

ッ
プ
」
を
使
い
、
ど
う
い
う
経
路
で
ど
こ
に

逃
げ
る
か
、
地
域
の
方
が
自
ら
情
報
を
持
ち
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山
根

寄
っ
て
確
認
す
る
こ
と
を
支
援
し
て
い
る
。

土
砂
災
害
だ
と
、
専
門
家
ら
を
派
遣
す
る
自

宅
の
裏
山
診
断
を
実
施
し
て
い
る
。

建
設
投
資
額
が
ず
っ
と
減
っ
て
い

て
、
一
時
期
ピ
ー
ク
時
の
４
割
に
な

っ
た
。
そ
の
間
、
耐
用
年
数
約

年
と
い
わ

れ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
な
ど
が
、

あ
ま
り
手
当
て
さ
れ
ず
時
間
が
過
ぎ
て
い
っ

た
。
（
構
造
物
は
）
永
久
的
に
安
全
が
担
保

さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
の
で
、
建
て
替
え
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
延
命
措
置
を
継
続
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
年
の
雨
の
降
り
方
な
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ど
の
変
化
に
対
応
で
き
な
く
な
る
。

｜
大
地
震
へ
の
備
え
は
。

耐
震
性
能
の
高
い
住
宅
に
対
す
る

国
の
補
助
金
制
度
が
も
う
少
し
進
め

ば
、
家
の
倒
壊
を
あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
豪
雨
時
も
そ

う
だ
が
、
高
齢
者
が
２
㌔
先
の
避
難
所
に
行

く
こ
と
は
難
し
い
。
「
よ
う
い
か
ん
」
「
分

か
り
に
く
い
」
と
い
う
声
が
あ
る
の
で
、
な

る
べ
く
近
場
に
公
共
物
が
あ
れ
ば
と
思
う
。

津
波
対
策
に
は
検
討
の
余
地
が
あ

る
。
津
波
の
高
さ
は
過
去
の
経
験
の

範
囲
で
設
定
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
よ
り

さ
ら
に
大
き
な
津
波
が
こ
な
い
と
も
限
ら
な

い
か
ら
、
そ
の
こ
と
へ
の
備
え
も
必
要
だ
。

⊂⊇
∪
∪
∪
∧⊂∩

∪
∪
∪

⊃

橋
本

⊂⊇
∪
∪
∪
∧⊂∩

∪
∪
∪

⊃

橋
本

⊂⊇
∪
∪
∪
∧⊂∩

∪
∪
∪

⊃

草
野

⊂⊇
∪
∪
∪
∧⊂∩

∪
∪
∪

⊃

橋
本

⊂⊇
∪
∪
∪
∧⊂∩

∪
∪
∪

⊃

山
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鳥
取
西
道
路
が
全
線
開
通
し
た
。

現
道
の
国
道
９
号
の
山
側
に
新
し

い
道
路
が
で
き
た
。
災
害
時
の
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
意
味
で
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
。

｜
昨
年
末
に
閣
議
決
定
し
た
防
災
・

減
災
、
国
土
強

化
の
た
め
の
３
カ
年

緊
急
対
策
を
ど
う
推
進
し
て
い
く
か
。

イ
ン
フ
ラ
緊
急
点
検
の
結
果
や
、

災
害
か
ら
得
た
教
訓
を
踏
ま
え
、
ソ

フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
集
中
的
に
取
り
組

む
。
ソ
フ
ト
対
策
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
な
ど
に
必
要
な
情
報
を
出
し
て
徹
底
周

知
し
て
い
く
。
ハ
ー
ド
対
策
は
、
河
川
で
は

堤
防
強
化
、
河
道
内
の
樹
木
伐
採
、
河
道
掘

削
に
取
り
組
み
、
被
害
の
防
止
、
最
小
化
を

図
る
。
道
路
で
は
災
害
時
の
避
難
、
救
助
、

復
旧
・
復
興
に
不
可
欠
な
重
要
イ
ン
フ
ラ
の

機
能
を
強
化
し
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確

保
を
図
る
。本

年
度
の
鳥
取
県
の
国
土
強

化

関
連
予
算
は
約

億
円
。
昨
年
、
緊

急
の
イ
ン
フ
ラ
点
検
を
行
い
優
先
度
が
高
い

も
の
、
河
道
掘
削
や
樹
木
伐
採
、
砂
防
堰
堤

の
増
設
な
ど
に
着
手
す
る
。
道
路
の
関
係
だ

と
、
斜
面
落
石
の
防
止
、
水
に
浸
か
り
や
す

い
道
路
の
か
さ
上
げ
、
雪
を
寄
せ
る
堆
雪
帯

拡
幅
な
ど
を
こ
の
予
算
で
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
。

緊
急
対
策
を
や
る
に
は
、
建
設
業

界
と
の
連
携
が
不
可
欠
。
地
方
自
治

体
、
建
設
業
界
と
顔
の
見
え
る
関
係
で
取
り

組
め
る
形
が
基
本
で
あ
り
、大
事
な
こ
と
だ
。

｜
建
設
業
界
と
し
て
国
土
強

化
に

ど
う
貢
献
し
て
い
く
か
。

平
均
年
齢
が
約

歳
と
高
い
業

界
。
昔
か
ら
３
Ｋ
と
言
わ
れ
て
き
た

が
、
今
は
全
県
で
「
給
料
が
い
い
」
「
休
日

が
十
分
あ
る
」
「
希
望
が
持
て
る
」
新
３
Ｋ

を
実
践
す
る
こ
と
で
、
若
い
人
材
を
育
て
る
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∪
∧⊂∩

∪
∪
∪

⊃

草
野

⊂⊇
∪
∪
∪
∧⊂∩

∪
∪
∪

⊃

山
根

⊂⊇
∪
∪
∪
∧⊂∩

∪
∪
∪

⊃

橋
本

⊂⊇
∪
∪
∪
∧⊂∩

∪
∪
∪

⊃

草
野

⊂⊇
∪
∪
∪
∧⊂∩

∪
∪
∪

⊃

山
根

力
を
持
ち
、
そ
れ
よ
っ
て
災
害
復
旧
に
も
対

応
で
き
る
体
力
を
付
け
て
い
こ
う
と
一
生
懸

命
や
っ
て
い
る
。
働
き
方
改
革
が
複
雑
に
絡

み
合
い
、
国
土
強

化
ま
で
本
当
に
向
か
っ

て
い
け
る
の
か
と
い
う
葛
藤
も
あ
る
が
、
我

々
に
は
そ
れ
に
勝
る
「
地
域
を
守
る
ん
だ
」

と
い
う
使
命
感
、
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
。

業
界
の
高
齢
化
の
話
が
出
た
が
、

現
場
の
第
一
線
の
技
術
な
ど
を
一
緒

に
継
承
、
開
発
し
て
い
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
も
必
要
な
の
で
は
と
思
う
。

い
つ
で
も
災
害
に
対
応
で
き
る
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、
毎
年
、
技
術
者

の
研
修
講
習
会
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
災
害
へ
の
意
識
を
高

め
、
技
術
の
取
得
に
努
め
て
い
る
。

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
、
県
内
の

被
害
が
約
７
０
０
カ
所
に
上
っ
た
。

県
管
理
分
で
は
約
４
９
０
カ
所
。
う
ち
復
旧

完
了
が

％
、
工
事
中
が

％
。
未
契
約
は

％
あ
る
。
地
域
の
た
め
と
は
い
え
、
適
正

な
利
潤
が
出
な
い
限
り
民
間
と
し
て
、
赤
字

の
仕
事
を
続
け
て
受
注
で
き
な
い
こ
と
は
十

分
理
解
で
き
る
の
で
、
発
注
者
と
し
て
そ
こ

は
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
建
設
業
界
は
地

元
を
熟
知
し
、
災
害
時
に
は
場
合
に
よ
っ
て

は
自
衛
隊
よ
り
先
に
現
場
に
入
る
な
ど
、
地

域
貢
献
度
が
高
い
業
界
な
の
で
、
互
い
に
継

続
性
あ
る
地
域
づ
く
り
に
携
わ
れ
る
よ
う
模

索
し
て
い
く
。

理
想
は
安
定
的
な
仕
事
を
供
給
し

て
も
ら
い
、
適
正
な
利
潤
を
得
て
、

人
を
育
て
て
い
く
こ
と
。
人
に
投
資
で
き
る

良
い
循
環
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
の
安
全

が
守
ら
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

｜
災
害
時
は
地
域
住
民
、
地
域
社
会

と
の
連
携
が
大
変
重
要
だ
。
最
後
に
県

民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

何
よ
り
災
害
時
に
は
命
を
守
る
行

動
を
優
先
し
て
ほ
し
い
。
地
域
の
方

が
正
し
く
判
断
し
、
行
動
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
情
報
発
信
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

道
路
の
ひ
び
割
れ
、
斜
面
か
ら
の

落
石
な
ど
県
も
把
握
す
る
努
力
は
し

て
い
る
が
、
も
し
そ
れ
に
気
付
い
た
ら
最
寄

り
の
県
土
整
備
事
務
所
、
あ
る
い
は
市
町
村

の
建
設
課
な
ど
に
連
絡
が
ほ
し
い
。
現
場
を

見
て
い
ち
早
く
対
応
で
き
る
。
ま
た
、
公
共

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
所
有
者
不
明
の

土
地
も
多
い
の
で
、
土
地
所
有
の
整
理
に
つ

い
て
住
民
の
協
力
が
あ
れ
ば
、
防
災
工
事
の

時
間
の
ロ
ス
を
縮
小
で
き
る
。

落
石
な
ど
住
民
が
得
た
危
険
情
報

を
行
政
に
伝
え
た
り
、
お
年
寄
り
に

声
を
掛
け
て
避
難
を
促
す
な
ど
高
齢
化
が
進

む
地
域
で
、
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
を
担

う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

｜
自
然
災
害
の
発
生
は
避
け
ら
れ
な

い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
ま
た
連

携
し
て
、
犠
牲
者
が
出
な
い
災
害
に
強

い
県
土
づ
く
り
に
今
後
も
尽
力
い
た
だ

き
た
い
。

橋本氏 草野氏 山根氏

鳥取河川国道事務所長

橋本 浩良氏
鳥取県県土整備部長

草野 慎一氏
鳥取県建設業協会会長

山根 敏樹氏

昨年の台風 号で崩壊した国道179号の応急作業 昨年 月
＝県建設業協会提供

( 第３種郵便物認可 ) （２）２０１９年 (令和元年 )８月３１日　土曜日( 第３種郵便物認可 ) （２）２０１９年 (令和元年 )８月３１日　土曜日



全国で次々と起こる大規模な自然災害。被災地では復旧や生活再建が遅々として進まない実態が

浮き彫りとなる。社会資本の整備・維持や環境の保全・創造だけでなく、人々が安全に安心して暮

らせる防災・減災対策、災害復旧活動も建設業が果たす大切な役割の一つだ。担い手確保のため、

働き方改革の実現を見据えながら、国が推進する「国土強
きょうじん

化」を支える業界の動きを紹介する。

吉
田
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
浸
水
し
た
宮
城
県
松
島
町

吉
田
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
浸
水
し
た
宮
城
県
松
島
町

周
辺
周
辺
（
昨
年

月

日
、

（
昨
年

月

日
、鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
提
供
）

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
提
供
）

２
０
１
９
年
秋
の
台
風

号
と
そ
の
後
の
低
気
圧
に
よ

る
記
録
的
豪
雨
は
、
東
日
本

各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
鳥
取
県
内
か
ら
は
、

国
交
省
と
の
災
害
協
定
に
よ

り
要
請
を
受
け
た
建
設
業
者

社

人
が
被
災
地
に
赴

き
、
災
害
復
旧
応
援
に
従
事
。

災
害
対
策
用
機
械
を
使
い
、

堤
防
決
壊
な
ど
に
よ
り
浸
水

し
た
住
宅
地
や
農
地
の
排
水

作
業
、
路
面
清
掃
な
ど
を
展

開
し
た
。

月

日
か
ら

日
に
か

け
て
関
東
、
東
北
を
直
撃
し

た
台
風

号
で
、
国
が
管
理

す
る
７
河
川
を
含
め

以
上

の
河
川
約
１
４
０
カ
所
の
堤

防
が
決
壊
。
氾
濫
な
ど
に
よ

る
浸
水
範
囲
は
昨
年
の
「
西

日
本
豪
雨
」
以
上
だ
っ
た
と

い
う
。

鳥
取
県
内
か
ら
の
派
遣
部

隊
は
、

日
を
皮
切
り
に
順

次
、
被
災
地
に
向
け
出
動
し

た
。常

時
６
人
が
滞
在
す
る
形

で
、
交
代
要
員
を
含
め
実
質

人
を
派
遣
し
た
興
洋
工
務

店
（
鳥
取
市
）
は
排
水
ポ
ン

プ
車
、
照
明
車
各
１
台
を
伴

い
、
宮
城
県
松
島
町
へ
。
水

に
浸
か
っ
た
農
地
か
ら
ポ
ン

プ
で
水
を
吸
い
上
げ
、
川
へ

戻
す
作
業
に
着
手
し
た
の
が

日
午
後
だ
っ
た
。

夜
間
は
照
明
車
を
動
か

し
、
交
代
で
仮
眠
を
取
り
な

が
ら
、

時
間
の
排
水
作
業

に
対
応
。
宿
泊
場
所
が
確
保

で
き
る
ま
で
数
日
間
は
車
中

泊
で
し
の
い
だ
。

「
知
ら
な
い
土
地
で
の
作

業
。
２
次
災
害
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
常
に
集
中
力
が

必
要
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る

三
宅
正
人
さ
ん

。ま
た
、

最
長
の

日
間
滞
在
し
た
田

中
久
成
さ
ん

は
「
災
害

現
場
で
は
い
か
に
速
や
か
に

初
動
で
き
る
か
が
大
事
。
被

災
地
で
の
活
動
は
何
回
か
経

験
し
て
い
た
の
で
、
慌
て
る

こ
と
な
く
こ
な
せ
た
」
と
安

ど
し
た
様
子
だ
っ
た
。

松
島
町
と
隣
接
す
る
大
崎

市
に
照
明
車
で
乗
り
付
け
た

共
栄
組
（
北
栄
町
）
の
４
人

は

日
夕
方
か
ら
、
吉
田
川

で
の
排
水
作
業
現
場
の
夜
間

照
明
を
担
当
。
実
働
は
午
後

５
時
〜
翌
午
前
６
時
。
昼
夜

が
逆
に
な
っ
た
。

往
路
は
台
風
通
過
直
後
の

た
め
、
高
速
道
路
情
報
を
常

に
確
認
し
な
が
ら
の
移
動
だ

っ
た
。
大
崎
市
ま
で
は
北
陸

周
り
で

時
間
、
「
行
っ
て

み
な
い
と
災
害
の
状
況
が
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
不
安
の

中
で
、
到
着
ま
で
に
相
当
の

疲
労
が
蓄
積
し
て
い
た
。

堤
防
の
決
壊
に
よ
り
浸
水

し
た
地
域
の
水
は
、
数
十
台

の
排
水
ポ
ン
プ
車
が
昼
夜
稼

働
し
て
も
な
か
な
か
引
か
な

か
っ
た
。
穐
久
雄
一
郎
さ
ん

は
「
復
旧
ま
で
ど
れ
く

ら
い
掛
か
る
か
分
か
ら
な
い

中
で
の
作
業
だ
っ
た
。
作
業

開
始
か
ら
６
日
目
に
や
っ
と

田
ん
ぼ
の
一
角
が
見
え
て
ほ

っ
と
し
た
」
と
当
時
の
心
境

を
語
っ
た
。

水
戸
市
内
の
那
珂
川
流
域

で

日
か
ら
排
水
作
業
を
行

っ
た
の
は
美
保
テ
ク
ノ
ス

（
米
子
市
）
の
６
人
。
周
囲

の
建
物
は
屋
根
ま
で
浸
か
っ

た
状
態
で
、
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
規
模
の
水

害
だ
っ
た
。

原
則
４
人
一
組
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
持
っ
て
、
夜
通

し
の
作
業
に
臨
ん
だ
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
定
期
的
に

行
う
訓
練
と
は
勝
手
が
違

う
。
水
を
吸
い
込
む
ポ
ン
プ

を
深
み
に
移
動
さ
せ
る
た

め
、
水
中
に
入
る
作
業
は
命

の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
だ
。

日
ま
で
の
活
動
を
終
え

た
松
本
年
男
さ
ん

は

「
暮
ら
し
を
守
る
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
当
た
り
前
の
状
態

に
戻
す
の
が
我
々
の
仕
事
の

一
つ
。
困
っ
た
と
き
は
お
互

い
さ
ま
で
、
鳥
取
県
を
代
表

し
て
『
よ
し
、
や
る
ぞ
』
と

い
う
使
命
感
は
常
に
持
っ
て

い
る
つ
も
り
」
と
話
し
た
。

水を吸い上げるポンプ 昨年 月 日
興洋工務店提供

照明がともり 夜通しの排水作業が続く 昨年 月 日 共栄組提供

腰
ま
で
水
に
浸
か
っ
て
作
業

昨
年

月

日

美
保
テ
ク
ノ
ス
提
供

―
建
設
業
界
に
も
働
き
方
改
革
の

推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

業
界
を
底
辺
で
支
え
て
い
る
の
は

日
雇
い
の
人
。
休
み
が
増
え
る
と
収

入
が
減
る
。
こ
れ
に
ど
う
対
応
す
る

か
が
業
界
全
体
の
大
き
な
悩
み
。
週

休
２
日
に
な
れ
ば
工
期
が
伸
び
、
経

費
も
か
さ
む
。
そ
の
と
き
の
コ
ス
ト

増
を
国
や
県
の
発
注
者
側
が
ど
う
考

え
て
く
れ
る
か
、
わ
れ
わ
れ
が
ど
う

決
断
す
る
か
。
取
り
組
み
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
。

―
県
内
の
機
運
は
。

県
内
の
現
場
で
働
く
人
の
７
割
が

週
休
２
日
を
求
め
て
い
る
と
い
う
調

査
結
果
が
出
た
。
協
会
内
で
も
温
度

差
が
あ
る
も
の
の
、
労
働
環
境
の
改

善
な
ど
働
き
方
改
革
を
実
践
す
る
こ

と
で
、
若
い
人
材
確
保
に
つ
な
が
る

新
３
Ｋ
の
実
現
を
一
丸
と
な
っ
て
目

指
し
て
い
る
。

―
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
に

も
な
る
。

従
業
員
の
健
康
に
も
配
慮
す
る
な

ど
、
高
い
レ
ベ
ル
で
企
業
努
力
し
て

い
る
会
社
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
〝
荒
っ
ぽ
い
〞
業
界
イ
メ
ー

ジ
は
払ふ

っ

拭
し
ょ
く

し
な
い
と
。

―
災
害
時
対
応
で
の
業
界
の
地
域

貢
献
度
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い

災
害
対
応
で
す
ぐ
に
出
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
業
種
だ
か
ら
こ
そ
人

が
必
要
。
た
だ
、
雇
用
を
支
え
る
の

は
企
業
の
経
営
基
盤
の
安
定
で
、
そ

こ
が
な
い
と
、
労
働
環
境
や
働
く
人

の
処
遇
の
改
善
に
結
び
付
か
な
い
。

理
想
は
安
定
的
な
仕
事
が
あ
り
、
適

正
な
利
潤
を
得
て
、
人
を
育
て
て
い

く
こ
と
。
人
に
投
資
で
き
る
良
い
循

環
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
の
安
全

が
守
ら
れ
て
い
く
。

「
給
料
が
良
い
」
「
休
暇
が
と
れ
る
」
「
希
望
が
持
て
る
」

―
。
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
に
終
止
符
を
打
つ
べ
く
、
建
設
業

は
今
、
〝
新
３
Ｋ
〞
を
提
唱
す
る
。
鳥
取
県
で
も
技
能
・
技
術

系
の
労
働
者
不
足
が
常
態
化
す
る
中
、
地
域
の
未
来
を
つ
く
る

仕
事
、
守
る
仕
事
に
若
者
を
は
じ
め
多
様
な
人
材
の
活
用
を
模

索
す
る
「
鳥
取
県
建
設
業
協
会
」の
山
根
敏
樹
会
長
に
聞
い
た
。

働
き
方
改
革
で

新
３
Ｋ
実
現
を

鳥
取
か
ら
10
社
派
遣

使
命
胸
に
夜
通
し
排
水
作
業

鳥取県知事　平井伸治氏

防災を担う
地域建設業へ期待

明けましておめでとうござ

います。昨年は台風 号、

号が相次いで関東地方に上陸

するなど、東日本を中心に甚

大な被害が発生し、一昨年に

は７月豪雨と台風 号で本県

においても平成最大の公共土

木被害が発生し、現在も復旧

工事が続いています。

地域に根差した建設業は、

これら災害時には緊急輸送路

の確保や堤防を補強するため

の土
ど

嚢
のう

の設置など、まさに最

前線で活動されます。また、

人口減少社会の中においても

公共インフラの整備や維持管

理だけでなく、雇用の創出な

ど地域にとって主要な担い手

の役割を背負っています。

一方で、全国平均や県内の

他の産業と比較して建設業で

は高齢化と人手不足が進んで

おり、「担い手の確保・育成」

と「生産性の向上」は喫緊の

課題となってきました。鳥取

県としても、小中学生を含め

た未来世代への魅力発信や働

いている方々の資格取得の応

援、女性技術者の活躍などを

強力に推し進め「

50」にふさわしいＩＣＴや

ロボットはじめ、最新テクノ

ロジーを活用した生産性の向

上にも乗り出すことといたし

ました。

現場の声を活
い

かし、産学官

の連携を図りながら、建設業

が「ふるさと未来創造産業」

として、また人生を賭ける魅

力ある産業として、さらなる

発展を遂げるように多面的な

アプローチで支援してまいり

ます。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

（１８）２０２０年 (令和２年 )１月１日　水曜日( 第３種郵便物認可 ) （１８）２０２０年 (令和２年 )１月１日　水曜日( 第３種郵便物認可 )



（別添様式１） 

 

令和元年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 

                     

機関・団体等の名称 

 
一般社団法人 鳥取県建設業協会 

 

事業等の名称 就職前準備研修 

 

主な対象者 企業（従業員含む） 

主な取組区分 

 

講演、講座、説明会 

１．実施時期 

  (1)平成３１年３月１３日（水）～１５日（金）３日間  

  (2)平成３１年３月２５日（月）～２７日（水）３日間  

  (3)平成３１年４月１０日（水）～１２日（金）３日間  

(4)平成３１年４月２２日（月）～２４日（水）３日間  

(5)令和  元年５月１５日（水）～１７日（金）３日間  

      

２，実施場所 

  兵庫県三田市武庫が丘６－１「三田建設技能研修センター」  

 

３．対象者（参加見込又は参加者数） 

  会員企業の内定者及び就職後１年以内の新入社員 ８社２４名受講 

 

４．共催・単独等の開催状況 

  単独 

 

５．事業等の内容 

    社会人としての基本の習得、労働安全衛生に対する理解、入社前の不安解消等を 

テーマとした研修 

   

６．期待される効果（実施結果：効果） 

  社会人としての基本を習得させ、建設産業に対する理解を深めさせ、入社前の 

不安を解消し、入社後の定着促進を図る 

   

７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 

   

８．その他 

  西日本建設業保証㈱の助成により実施 

   

 

注１：提出資料は電子データとしてください。 

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各機

関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。 

 



 

就職前準備研修カリキュラム 

 

 ■１日目 

 

■２日目 

 

■３日目 

 

時間 項目 内容 形態 

13:00 開講式   

13:30 オリエンテーション 研修の進め方と研修における人間関係 講義・実習 

14:00 
ビジネスパーソンに 

求められる意識－１ 

ビジネスパーソンに求められる意識 

企業とは－会社の目的 

何のために働くの？ 

講義・実習 

16:00 スピーチ練習 
自分の名前について・自己紹介 

会社を選んだポイント 等 
実習 

17:00 
ビジネスパーソンに 

求められる意識－２ 

社内でのマナー・指示・報告・計画と段取

り 仕事の基本等 
講義・実習 

18:50  １日目のまとめ     19:00終了予定  

時間 項目 内容 形態 

9:00 

ビジネスパーソンに 

求められるマナー 

（基本編） 

身だしなみ 

あいさつ・発声・表情・姿勢－お辞儀 

・言葉遣い など 

講義・実習 

11:00 
ビジネスパーソンに求め

られるマナー（社外編） 

来客応対－名刺の取り扱い 

お客様に対する言葉遣い 等 
講義・実習 

12:00 昼  食   

13:00 

 

ビジネスパーソンに求め

られるマナー 

 

電話応対 電話の受け方（基本・応用）等 

講義・実習 電話応対 

ケーススタディ・Ｅメール 

15:10 建設現場で働くための基

礎知識 

 

建設業の役割とその魅力 

 
 

講義 

 17:00 建設現場の安全     19:00終了予定 

時間 項目 内容 形態 

9:00 

ビジネスパーソンに 

求められるコミュニケー

ション 

聞き方・話し方・年齢別のポイントなど 

人間関係をスムーズにするために 
講義・実習 

10:30 
建設業に求められるコミ

ュニケーション 
ケーススタディ 講義・実習 

12:00 昼  食   

13:00 
建設業に求められるコミ

ュニケーション（続き） 
ケーススタディ 

講義・実習・ 

発表 

14:00 研修のまとめ 

「働く」ことについてのまとめ 

新入社員としての自分の目標・計画を立て

る 

実習 

14:30 閉講式 修了証授与  


